
第 1 条（本約款の適用）  

１.  当ホテルの締結する宿泊契約及びこれに関連する契約は、この約款の

定めるところによるものとし、この約款に定められていない事項につい

ては、法令⼜は慣習によるものとします。   

2.  当ホテルは、前項の規定にかかわらず、この約款の趣旨、法令及び慣

習に反しない範囲で特約に応ずることができます。 

第 2 条（氏名等の明告）  

当ホテルは宿泊日に先だつ宿泊の申し込み(以下「宿泊予約の申込み」という)

をお引受けした場合には、期限を定めて、その宿泊予約の申込者に対して次の

事項の明告を求めることがあります。  

1. 宿泊者の氏名、性別、国籍及び職業。 

2. その他当ホテルが必要と認めた事項。 

第 3 条（宿泊引受けの拒絶）  

当ホテルは、次の場合には、宿泊の引受けをお断りすることがあります。 

1. 宿泊の申込みがこの約款によらないものであるとき。 

2. 満室(員)により客室の余裕がないとき。 

3. 宿泊しようとする者が、宿泊に関し、法令の規定⼜は公の秩序若しくは

善良の風俗に反する⾏為をするおそれがあると認められるとき。 

4. 宿泊しようとする者が伝染病者であると明らかに認められるとき。 

5. 宿泊に関し特別の負担を求められたとき。 



6. 天災、施設の故障その他やむを得ない理由により宿泊させることができ

ないとき。 

7. 宿泊しようとする者が泥酔等で他の宿泊者に著しく迷惑を及ぼすと認

められるとき。 

8. 宿泊者が他の宿泊者並びに従業員に著しく迷惑を及ぼす言動があると

き。 

9. 宿泊しようとする者が、次のイからハに該当すると認められるとき。 

イ.  暴⼒団員による不当な⾏為の防⽌等に関する法律(平成3年法律第7 7

号)規定する暴⼒団(以下「暴⼒団」という。)同条に規定する暴⼒団員(以

下「暴⼒団員」という。)、暴⼒団準構成員⼜は暴⼒団関係者その他の

反社会的勢⼒ 

ロ.  暴⼒団⼜は暴⼒団員が事業活動を支配する法人その他の団体であると

き 

ハ.  法人でその役員のうちに暴⼒団員に該当する者があるもの 

   10. その他ホテル責任者が不適当であると認めるとき。 

第 4 条（予約⾦）  

1. 当ホテルは、宿泊予約の申込みをお引受けした場合には、期限を定めて、

宿泊期間(宿泊期間が 3 日をこえる場合は 3 日間)の宿泊料⾦を限度とす

る予約⾦の支払いを求めることがあります。 

2. 前項の予約⾦は、次条の定める場合に該当するときは、同条の違約⾦に

該当し、残額があれば返還します。 



第 5 条（予約の解除）   

1. 当ホテルは、宿泊予約の申込者が、宿泊予約の全部⼜は一部を解除した

ときは、別表、違約⾦申し受け規定により、違約⾦を申し受けます。 

2. 当ホテルは、宿泊者が連絡をしないで、宿泊日当日の午後 10 時(あら

かじめ予定到着時間の明示されている場合は、その時刻を 2 時間経過し

た時刻)になっても到着しないときは、その宿泊予約は申込者により解

除されたものとみなし処理することがあります。 

3. 当ホテルは、他に定める場合を除くほか、次の場合には宿泊予約解除す

ることができます。                      

4. ①第 3 条．第 3 項から第 7 項までに該当することとなったとき。     

②第 3 条．第 1 項の事項の明告を求めた場合において、期限までにそ

れらの事項が明告されないとき。              

③第 4 条．第 1 項の予約⾦の支払いを請求した場合において、期限ま 

でにその支払がないとき。  

5. 当ホテルは、前項の規定により宿泊予約を解除したときは、その予約に

ついてすでに収受した予約⾦があれば返還します。 

違約⾦の申し受け規定 

①  一般客 

当ホテルでは、キャンセル・減室の通知を受けた日について下記の通り

キャンセル料⾦を頂きます。 

   連絡なし不泊：100％ 当日：50％ 

②  団体客 



10 名以上の団体(エージェント含む)の場合は、下記の料⾦になります。 

   連絡なし不泊：100％ 当日：100％  

前日 50％       3 日前：50％     7 日前：30％ 

第 6 条（宿泊の登録）  

宿泊者は宿泊日当日、ホテルフロントにおいて次の事項を登録してください。  

1. 第２条．第 1 項の事項。 

2. 外国人にあっては、旅券番号、日本上陸地及び上陸年⽉日。 

3. 出発日及び時刻。 

4. その他当ホテルが必要と認めた事項。 

第 7 条（チェックアウトタイム）  

1. 宿泊者が、当ホテルの客室をおあけいただく時刻(チェックアウトタイ

ム)は午前 10 時までとします。 

2. 当ホテルは、前項の規定にかかわらず、チェックアウトタイムをこえて

客室の使用に応ずる場合があります。この場合においては、下記の超過

料⾦を申し受けます。 

①  1 時間延⻑毎に 1,500 円 

②  14:00 以降、客室料⾦の全額 

 

 



第 8 条（料⾦の⽀払い）                        

1．料⾦の支払いは、現⾦（日本円のみ）⼜は当ホテルが認めたクレジッ

トカード・クーポン券により、宿泊者がチェックイン時に当ホテルの

フロントにおいてお支払いいただきます。  

2. 宿泊者が客室の使用を開始したのち任意に宿泊しなかった場合におい

ても宿泊料⾦は申し受けます。 

第 9 条（利用規則の遵守）  

当ホテルは、お引受けした宿泊期間中といえども、次の場合には宿泊の継続を

お断りすることがあります。 

１.  第 3 条．第 3 項から第 10 項までに該当することとなったとき。 

２.  第 10 条．第 3 項の利用規則をお守り頂けない場合。 

第 10 条（宿泊の責任）  

1. 当ホテルの宿泊に関する責任は、宿泊者が当ホテルのフロントにおいて

宿泊の登録を⾏なった時⼜は客室に⼊った時のうちいずれか早い時に

始まり、宿泊者が出発するため客室をあけたときに終わります。 

2. 当ホテルの責に帰すべき理由により宿泊者に客室の提供ができなくな

ったときは、天災その他の理由により困難な場合を除き、その宿泊者に

同一⼜は類似の条件による他の宿泊施設をあっせんします。この場合に

は客室の提供が継続できなくなった日の宿泊料⾦を含むその後の宿泊

料⾦はいただきません。 



3. 宿泊者が当ホテルに掲示した利用規則に従わない為に発⽣した事故に

関しては当ホテルはその責任を負いません。 

4. 当ホテルにおいて貴重品はお預かりできません。ご宿泊者ご⾃⾝で管理

をお願いします。 

5. 当ホテルでは係員が受け取ったメモ、ファックスがある場合、お申出に

よりお渡し致しますが、その際⾝分証明等の提示を求めることがありま

す。⼜お渡しできなかった、遅かった等のトラブルについては、その結

果の如何に関わらず当ホテルでは一切の責任を負えません。 

第 11 条（駐⾞場の責任）  

    宿泊客が当ホテルの駐⾞場をご利用になる場合、当ホテルは場所をお貸

しするものであって、⾞輌の管理責任まで負うものではありません。 

 


